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平成１４年イネ墨黒穂病の発生と被害特徴

① 平成１４年、イネ墨黒穂病による玄米の汚染が確認され、産米検査時に落等も認めら
れた。
② 本病は籾にのみ発生する。内外穎の縫合部あるいは穎の裂け目などから舌状の突起物
を生じ、籾表面を黒く汚染する特徴がある。

◇イネ墨黒穂病の発生状況

・県央部の一部地域で産米検査時にイネ墨黒穂病による汚染粒が確認され（写真１、２、３）、落等したもの

も見られた。緊急に同地域で実施した本田調査では７圃場中１圃場で100株当たり1粒程度の軽微な発生を確

認した。
・防除所の収穫期調査（１００地点２００圃場）で採取した籾を調査したところ、県南の１圃場のサンプルに

１粒程度のイネ墨黒穂病の発生が認められた。

・本病の発生は全国的に希である。宮城県では昭和61～62年と連続して多発したが、昭和63年以降はほとんど

発生が確認されていなかった。本年は宮城県、山形県でも発生が確認された。

写真１ 汚染玄米の状況 写真２ 汚染玄米の拡大 写真３ 汚染部分の
右：肉眼で確認できる汚染粒 拡大

左：肉眼では確認できないがルーペ

等で汚染が確認可能な粒

◇病徴と被害特徴

・玄米内部の一部に厚膜（黒穂）胞子が形成される。形成量が多くなると、内外穎の縫合部あるいは穎の裂け

舌状に胚と胚乳の一部が突出する 墨を流したように厚膜胞子が流出し、籾表面が黒く目などから とともに、
（写真４、写真５）。稲こうじ病は病もみ全体が黄緑色ないし暗緑色のだんご状になる点で異なる。汚染する

・籾すり調製時にこの厚膜胞子が玄米表面に付着

し、汚染の原因となる（写真１、２、３）。

・本病は出穂直前～開花期に感染するものの、発
生要因等不明な点が多い。なお本菌による育苗

障害等はない。

◇防除薬剤
・本病にはフェリムゾン・フサライド（ブラシ

ン）水和剤が登録されている。

写真４ 発病穂 写真５ 舌状突起の拡大

（舌状突起と籾の汚染）
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